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ひ か り

ご
縁
を
慶
び
、
お
念
仏
と
と
も
に

今
の
わ
た
し
た
ち
が
こ
の
お
念
仏
の
教
え
に
出

遇
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
八
五
〇
年
前
の
親
鸞

聖
人
ご
誕
生
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
八
〇
〇
年
前
に
そ
の
教
え
を
明
ら
か
に
『
顕
浄

土
真
実
教
行
証
文
類
（
教
行
信
証
）
』
を
撰
述
し

て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
そ
の
八
〇
〇
年
に
わ
た
る
長
い
伝

統
と
歴
史
の
一
員
に
名
を
列
ね
て
い
る
こ
と
に
慶

び
を
噛
み
し
め
る
と
と
も
に
、
阿
弥
陀
如
来
に
願

わ
れ
、
阿
弥
陀
如
来
の
お
慈
悲
に
包
み
こ
ま
れ
、

お
念
仏
と
し
て
は
た
ら
き
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
こ
と
へ
の
感
謝
と
慶
び
の
輪
を
、
さ
ら
に
広
め

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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Ｑ
：
親
鸞
聖
人
の
妻
の
名
は
？

次
の
①
～
③
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

①

覚
信
尼

か
く
し
ん
に

②

九
条
武
子

く
じ
ょ
う
た
け
こ

③

恵
信
尼

え

し

ん

に

一
一
九
号
の
正
解
は

「
②
日
野
の
里
」
で
し
た
。

現
在
の
京
都
市
伏
見
区
に
位
置
す
る
「
日
野
の
里
」
で
、

日
野
家
の
菩
提
寺
・
法
界
寺
が
今
も
現
存
し
て
い
ま
す
。

【応募締め切り】

2023（令和5）年9月30日（必着）

正解者の中から、次の方に粗品を進呈いたします。

由良町 岩根登代美様 由良町 峐山雄一 様

由良町 井口きよみ様 由良町 畑中靖子 様

御坊市 塩田廣一 様 由良町 中口小夜美様

由良町 中﨑エミコ様 由良町 濵上 弘 様

由良町 松下光男 様

親鸞聖人生誕850年特別展『親鸞』 ～生涯と名宝

今
回
の
日
高
組
団
体
参
拝
に
あ
わ
せ
て
、
京
都
国
立

博
物
館
で
開
催
中
の
親
鸞
聖
人
生
誕
八
五
〇
年
特
別
展

『
親
鸞
－
生
涯
と
名
宝
』
を
参
加
者
全
員
が
鑑
賞
し
ま

し
た
。

こ
の
特
別
展
は
生
誕
八
五
〇
年
を
記
念
し
て
過
去
最

大
規
模
と
な
る
親
鸞
展
で
国
宝
11
点
、
重
要
文
化
財
七

〇
点
余
り
を
含
む
約
一
八
〇
点
が
出
展
さ
れ
、
親
鸞
聖

人
の
求
道
と
伝
道
の
生
涯
を
直
筆
の
名
号
・
著
作
・
手

紙
を
は
じ
め
、
彫
像
・
影
像
・
絵
巻
な
ど
浄
土
真
宗
各

派
の
寺
院
が
所
蔵
す
る
法
宝
物
が
鑑
賞
で
き
、
親
鸞
聖

人
の
生
涯
や
お
言
葉
に
ふ
れ
る
ご
縁
に
な
り
ま
し
た
。

京都国立博物館
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門
徒
心
得

お
坊
さ
ん
だ
け
ど
結
婚
さ
れ
た
親
鸞
さ
ま

親
鸞
聖
人
は
結
婚
さ
れ
た
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
聖
人

は
29
歳
の
と
き
に
比
叡
山
を
降
り
て
専
修
念
仏
の
道
に
入
ら
れ
ま

す
。
そ
の
６
年
後
に
は
流
罪
に
遭
わ
れ
、
越
後
に
お
も
む
か
れ
ま

す
が
、
こ
の
京
都
時
代
に
結
婚
さ
れ
た
と
さ
れ
、
子
ど
も
も
も
う

け
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
の
日
本
で
は
結
婚
さ
れ
て
い
る
お
坊
さ
ん
は
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
当
時
は
僧
侶
の
妻
帯
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
仏
教
の
戒
律
に
、
「
女
性
と
の
性
行
為
を
絶
つ
」
と

あ
る
た
め
、
僧
侶
が
修
行
し
自
ら
悟
り
を
開
く
自
力
の
教
え
で
は
、

厳
し
い
ル
ー
ル
を
守
り
通
し
、
邪
魔
と
な
る
煩
悩
を
絶
つ
べ
き
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
聖
人
が
顕
か
に
さ
れ
た
み
教
え
は
、
阿

弥
陀
如
来
に
よ
っ
て
全
て
の
人
が
平
等
に
救
わ
れ
る
と
い
う
も
の

で
す
。
結
婚
し
て
い
る
人
も
子
ど
も
が
い
る
人
も
当
然
い
ま
す
。

結
婚
を
し
て
家
庭
を
持
っ
た
ら
救
わ
れ
な
く
な
る
と
い
う
の
な
ら
、

「
全
て
の
人
を
救
う
」
と
い
う
教
え
に
反
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

聖
人
は
公
然
と
自
ら
結
婚
し
、
普
通
の
人
た
ち
と
同
じ
状
況
に
身

を
置
く
こ
と
で
自
ら
実
践
し
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
す
。
前
例
の
な

い
こ
と
に
多
方
面
か
ら
非
難
を
受
け
ま
し
た
が
、
真
実
の
仏
教
の

在
り
方
を
自
ら
証
明
す
る
決
断
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
妻

の
恵
信
尼
さ
ま
は
そ
の
思
い
の
理
解
者
で
あ
り
、
夫
が
流
罪
に
な
っ

て
も
常
に
寄
り
添
い
支
え
続
け
ま
し
た
。

今
回
の
日
高
組
団
体
参
拝
に
あ
わ
せ
て
鑑
賞
し
た
京
都
国
立
博

物
館
で
の
『
親
鸞
展
』
に
お
い
て
は
、
親
鸞
聖
人
の
家
族
に
ス
ポ
ッ

ト
が
当
て
ら
れ
た
展
示
室
が
あ
り
、
聖
人
の
肖
像
を
挟
ん
で
左
右

に
、
妻
の
恵
信
尼
さ
ま
、
末
娘
の
覚
信
尼
、
親
子
の
縁
を
義
絶
さ

れ
た
息
子
の
善
鸞
の
肖
像
が
並
ん
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
肖
像
画
は
本
来
別
々
の
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
、

同
時
に
並
ぶ
機
会
は
ほ
ぼ
あ
り
得
ま
せ
ん
。

（
鈴
木
章
吾
）

京都国立博物館
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今
か
ら
八
百
五
十
年
前
の
一
一
七
三
年
、
平
安
時
代
末
期

の
京
都
で
親
鸞
聖
人
は
ご
誕
生
さ
れ
ま
し
た
。
源
氏
と
平
氏

の
覇
権
を
め
ぐ
る
争
い
の
た
だ
中
に
あ
り
戦
乱
の
世
に
生
き

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
時
代
で
し
た
。
ま
た
度
重

な
る
自
然
災
害
や
病
の
流
行
に
見
舞
わ
れ
、
そ
こ
に
生
き
る

人
々
の
暮
ら
し
は
荒
ん
だ
も
の
で
し
た
。

そ
ん
な
時
代
に
生
ま
れ
た
親
鸞
聖
人
は
９
歳
の
時
に
出
家

さ
れ
、
比
叡
山
で
修
行
に
励
ま
れ
ま
す
。
厳
し
い
修
行
を
重

ね
る
こ
と
20
年
、
ど
れ
だ
け
修
行
と
学
問
に
励
ん
で
も
悟
り

の
道
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
29
歳
の
時
、

自
ら
の
歩
む
べ
き
道
を
求
め
て
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
六
角
堂

に
百
日
間
の
山
籠
を
始
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
95
日
目
の
明
け

方
、
夢
の
中
で
聖
徳
太
子
に
導
か
れ
、
法
然
聖
人
の
元
を
訪

ね
る
決
心
を
さ
れ
ま
す
。

法
然
聖
人
は
誰
に
対
し
て
も
平
等
に
た
だ
念
仏
を
し
な
さ

い
と
教
え
て
お
り
ま
し
た
。
親
鸞
聖
人
は
こ
の
教
え
こ
そ
い

つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
人
に
で
も
開
か
れ
て
い
る

真
実
の
仏
道
で
あ
る
と
法
然
聖
人
を
ご
生
涯
の
師
と
仰
ぎ
、

念
仏
者
と
し
て
歩
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

法
然
聖
人
の
も
と
で
親
鸞
聖
人
は
お
よ
そ
６
年
間
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
法
然
聖
人
か
ら
主
著
、
『
選
択
本
願

念
仏
集
』
の
書
写
と
法
然
聖
人
の
肖
像
画
で
あ
る
真
影
の
製

作
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
恵
信
尼
公
と
出
会
い
、
結
婚
さ

れ
た
の
は
こ
の
頃
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

法
然
聖
人
の
念
仏
の
教
え
に
は
、
親
鸞
聖
人
だ
け
で
な
く
、

老
若
男
女
身
分
を
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
人
々
が
帰
依
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
興
福
寺
、
延
暦
寺
な
ど
か
ら
強
い
反
発
を
受

け
、
つ
い
に
朝
廷
が
弾
圧
に
踏
み
切
り
ま
す
。
そ
の
結
果
４

人
が
死
罪
、
８
人
が
流
罪
と
い
う
厳
し
い
処
罰
が
下
さ
れ
、

法
然
聖
人
は
土
佐
の
国
、
現
在
の
高
知
県
へ
、
親
鸞
聖
人
は

越
後
の
国
へ
流
罪
と
な
り
ま
し
た
。
聖
人
御
年
35
歳
の
と
き

で
し
た
。
５
年
後
に
流
罪
が
許
さ
れ
て
ほ
ど
な
く
し
て

法
然
聖
人
が
入
滅
さ
れ
ま
し
た
。
親
鸞
聖
人
は
し
ば
ら
く
越

後
に
留
ま
り
42
歳
の
時
に
関
東
へ
向
か
い
ま
す
。
そ
の
地
に

お
よ
そ
20
年
間
滞
在
し
、
常
陸
国
現
在
の
茨
城
県
の
稲
田
を

中
心
に
念
仏
の
教
え
を
伝
え
て
い
か
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

親
鸞
聖
人
が
京
都
に
帰
ら
れ
た
時
期
は
は
っ
き
り
と
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
62
～
63
歳
頃
の
事
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

親
鸞
聖
人
が
京
都
に
帰
ら
れ
た
後
、
関
東
で
は
念
仏
の
受
け

止
め
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
困
難
や
対
立
が
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
誤
っ
た
教
え
を
広
め
た
、
長
男
の
善
鸞
と
の
親
子

の
縁
を
切
る
と
言
う
悲
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
親

鸞
聖
人
は
改
め
て
念
仏
の
教
え
を
自
ら
に
問
い
な
が
ら
関
東

の
同
行
に
手
紙
や
書
物
を
送
り
、
念
仏
の
教
え
を
伝
え
続
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
一
二
六
三
年
一
月
十
六
日
、
親
鸞
聖

人
は
90
年
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
」
と

主
著
「
教
行
信
証
」

親
鸞
聖
人
が
著
さ
れ
た
『
教
行
信
証
』
は
正
式
に
は
、
『
顕

浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
と
い
い
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
根
本

聖
典
で
す
。
『
教
行
信
証
』
は
、
親
鸞
聖
人
が
浄
土
真
宗
の
み

教
え
を
教
・
行
・
信
・
証
・
真
仏
土
・
化
身
土
の
六
巻
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
も
の
で
す
。

『
教
行
信
証
』
は
、
釈
尊
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
説
か
れ
た

『
大
無
量
寿
経
』
を
始
め
と
す
る
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
で

念
仏
の
教
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
七
高
僧
を
中
心
と
す
る
著
作

か
ら
の
引
用
と
ご
自
釈
と
呼
ば
れ
る
親
鸞
聖
人
自
身
の
文
章
で

構
成
さ
れ
た
漢
文
の
著
作
で
す
。

ま
ず
教
巻
で
は
、
真
実
の
教
え
は
大
無
量
寿
経
に
説
か
れ
る

阿
弥
陀
如
来
の
ご
本
願
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
行
巻

で
は
、
真
実
の
行
と
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
み
名
を
称
え

る
こ
と
を
、
信
巻
で
は
如
来
よ
り
授
か
る
信
心
、
す
な
わ
ち
他

力
の
信
心
で
あ
る
と
さ
れ
、
証
巻
で
は
、
「
即
の
時
に
大
乗
正

定
聚
の
数
に
入
る
な
り
」
と
念
仏
申
す
身
と
な
る
こ
と
。
真
仏

土
巻
で
は
、
こ
の
よ
う
に
真
実
の
仏
道
を
私
た
ち
に
成
り
立
た

せ
る
如
来
の
真
実
の
慈
悲
と
智
慧
の
働
き
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ

て
開
か
れ
た
化
土
と
い
う
世
界
を
確
か
め
ら
れ
、
化
身
土
巻
で

は
、
迷
い
を
生
き
る
私
た
ち
を
如
来
の
悟
り
に
導
く
、
様
々
な

方
便
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

要
約
す
る
と

教
巻
：
『
大
無
量
寿
経
』
の
教
え
を
説
く
。

行
巻
：
法
蔵
菩
薩
の
修
行
を
説
く
。

信
巻
：
阿
弥
陀
如
来
の
救
済
の
本
願
を
信
じ
る
心
を
説
く
。

証
巻
：
阿
弥
陀
如
来
の
救
済
に
至
る
証
明
を
説
く
。

真
仏
土
巻
：
阿
弥
陀
如
来
の
国
土
を
説
く
。

化
身
土
巻
：
こ
の
世
を
説
く
。

と
言
え
ま
し
ょ
う
。

親
鸞
聖
人
が
こ
の
『
教
行
信
証
』
を
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
年
が

立
教
開
宗
の
年
と
定
め
ら
れ
、
明
年
で
立
教
開
宗
か
ら
八
百
年

を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

（
楠
原
）



ひ か り

（5）

〇覚性寺 村上良子さん

この度ご縁がありまして覚性寺から女性総代2名で参加しました。

午前中は京都国立博物館へ行き、親鸞聖人の国宝級の大切な絵画掛軸が展示されており

ました。館内は薄暗く3階から1階まで順路通りに拝見しましたが、正直よくわかりませ

んでした。昼食後、いよいよ本願寺への参拝です。到着すると和歌山教区の方が誘導し

てくれて混雑することもなく御影堂に入ることが出来ました。厳かな法要が営まれてい

るのですが、座席からは用意された画面越しにしかみることが出来ませんでした。全国

からの参拝ですから仕方のないことですがきちんと教区別に組ごとに座ることになって

おりました。法要はざわつくことなく広く大きな御堂内でひとつになってお経を申すこ

とが出来たことも大変良かったと思っております。

宗教団体でいろいろと問題となっている昨今ですが、浄土真宗のまとまりはこの法要

でありありと見せつけられたように感じました。今回はありがとうございました。

〇念興寺 中田邦城さん

春の桜が満開の4月1日親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要に参加すべく日高

組の各寺の住職・総代がバスで出発し、まず京都国立博物館で展示されている親鸞聖人ゆ

かりの古文書・絵巻物・仏画・仏像を見て学びました。昼食のあと西本願寺御影堂で行わ

れる慶讃法要（午後の座）に参拝しました。法要には全国各県の信者が参拝し正信念佛偈、

雅楽演奏があり大谷門主のあいさつを頂きました。帰りは予定通りの時刻に到着し、大変

有意義な一日となりました。

〇連専寺 峐山雄一さん

800年の時空を超え、親鸞聖人の御生誕から浄土真宗のみ教えを慶び、お讃

えするご縁を大変嬉しく思いました。法要に先立ち、京都国立博物館で親鸞

聖人誕生850年特別展を見学しました。親鸞聖人については、住職や布教使か

ら色々とお話を聞いておりましたが、改めて親鸞聖人と浄土真宗について学

ぶ大変良い機会となりました。館内では、自筆の名号・著作・手紙や彫像・

影像・絵巻などから、つぶさに親鸞聖人のお人柄や御労苦、浄土真宗の歴史

と尊さを感じることができました。浄土真宗の全てについて、中々見ること

のできない貴重な展覧会であり、新たな発見もありました。むしろ時間が足

りなく十分回れなかったのが残念なくらいでした。その後、西本願寺御影堂

の慶讃法要では、領解文など分かりやすい解説もあり、荘厳な雰囲気の中で

お勤め出来ました。新制御本典作法の大衆唱和の大迫力に感動するとともに、

特に正信念佛偈は、日常のお勤めを行う上での貴重な手本であると感じまし

た。また、雅楽の音色の美しさといにしえの歴史を感じさせる趣に心酔しま

した。時間もあっという間に過ぎていきました。こうして、感動の余韻とと

もに1日を過ごすことが出来ましたが、春陽うららかな中、終日天候にも恵ま

れ、親鸞聖人が私達を暖かく迎え入れて下さったのだな、と改めてありがた

い気持ちになりました。このような5 0年に一度のご勝縁、節目の法要に、今

後中々経験出来ないと思いますが、大変素晴らしいご縁に感謝し、今後も親

鸞聖人のみ教えと、阿弥陀如来の智慧と慈悲を心に刻み、精進して参りたい

と思います。

〇妙願寺 三上良彦さん

「親鸞聖人御誕生８５０年・立教開宗８００年慶讃法要」に参加させていただきました。

壮大な雅楽と、日本各地から集まったご門徒の皆様と正信念佛偈を唱えさせて頂きよい

経験になりました。
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〇光専寺 北山美和さん

好天に恵まれた早朝、少し眠いながらもバスに乗り込みました。京都へ近づくにつれ徐々に心はワクワクしてきま

す。久しぶりに本山での慶讃法要に参拝させていただきました。いつもは厳かで静かな御影堂は、多くの参拝者で埋

め尽くされていました。私の席は後ろの方、太い柱で内陣の様子は見えませんでした。 モニター越しでしたが、華や

かで厳粛な雰囲気を感じました。千人超えのお勤めはとにかく圧巻でした。そして、今、私がここでお念仏を称えて

いるありがたいご縁に気づかされました。午後からは京都国立博物館で 「親鸞展」を鑑賞しました。普段は見ること

ができない自筆の手紙や軸・像など貴重な法宝物に出会うことができました。聖人への興味がさらに膨らむ一日とな

りました。近いうち、親鸞聖人の配流の地、越後を巡る旅に出かけてみたいと強く思うようになりました。

〇教専寺 新田豊次さん

「親鸞聖人御誕生８５０年・立教開宗８００年慶讃法要」に私がご縁に預かり一生に一度のお参りに参加致しました。

生命を救う阿弥陀仏の願うその教えは脈々と今も念仏布教から生まれる偉大を感じました。私たちは日々生活する中で

明日も知れぬ命を大切にいかされている幸せに感謝し努力していきたいと思っています。

〇専福寺 濵出將俊さん

記念すべきご勝縁にあずかりお参り出来ましたことを、心から有難く思うところで御座います。コロナウイルス感染

防止の観点から、人数制限もありましたが、総代会３７名がバスで西本願寺に到着すると、日高組担当のスタッフの皆

様が心よりおもてなしをしていただき感激をしました。御影堂での参拝でしたが、椅子が設置され日高組の場所も決め

られていまして、非常にありがたいおもてなしでした。ビデオの映像も映し出され、親鸞聖人御誕生８５０年・立教開

宗８００年についての消息で門主様の映像が映し出されたときは感動しました。参加して良かったとつくづく思いまし

た。５０年に一度の法要ですので感無量です。このたびの慶讃法要は、親鸞聖人の立教開宗のご恩に深く感謝し、同じ

お念仏の道を歩む者同士が、あらためて同信の喜びを分かち合うためのご法要ですと、新しい「領解文」（浄土真宗の

み教え）についての消息で示されています。改めて浄土真宗で良かったと思うところです。

京都国立博物館で、親鸞聖人御誕生８５０年特別展「親鸞ー生涯と名宝」が開催されていまして、拝見することが出

来ました。真宗教団連合の特別協力を得て国宝１１件、重文７５件を含む真宗十派の法宝を一堂に会する総合的な親鸞

展であり、凄いの一言です。もう二度と見ることが出来ないと思います。私は、国宝親鸞自筆による貴重な根本聖典、

教行信証（坂東本）は、８００年余り後の私達に、伝えようと詳細に読み仮名や返り点がふられた自筆の著述は、親鸞

聖人の阿弥陀仏の救いを人々に伝えようという熱意の現れでないかと思います。胸が熱くなりました。この教行信証は、

関東大震災で当時保管していた浅草別院が全焼したが、奇跡的に金庫から発見されたそうです。８００年も守り続ける

ことは大変なことだと改めて思うことです。私もこの法要を通じて、専福寺の責任役員として、立派に護寺発展に尽く

していかねばならないと決意を新たにしたところです。

〇西教寺 坂田あけ美さん

親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要に参加させていただきました。

西本願寺への法要参加は、はじめてのことで色々なことを知ることができ勉強させていただきました。また京都国立

博物館で行われている「親鸞展」を見学、親鸞聖人の生涯と名宝に触れることができました。今回このようなご縁をい

ただきありがとうございました。
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〇蓮専寺 細川周子さん

コロナで外出がままならない日々が3年。やっと緩んだ4月11日、坊守様・仏婦会長と３名で参加致しました。久し

ぶりの京都。思えば6年前『専如御門主、伝灯奉告法要』の参拝に参加しました。私は参拝前に骨折をし、当日は車椅

子での参加、夫に押してもらった事を思い出しました。この度はお天気にも恵まれ気持ちよく参拝できました。綺麗

に荘厳されたお内陣、参拝者で埋め尽くされた外陣、きれいな音色の雅楽、皆でお勤めをした正信偈、また熊本より

の参拝の方たちとの出会いもあり、喜びに溢れた法要でした。

世界に目を向けると悲しく悲惨な戦争の報道が流れます。喜びが溢れる世界を願ってやみません。私は次の法要に参

加できるかわかりませんが、子どもや孫達がお参りしてくれることを願っています。

〇善宗寺 阪本スガ代さん

御影堂での千人以上による「正信偈」は重々しく感動的で、貴重な体験でした。お経声明は慈愛にみちた、人々を

幸せに導いてくれるような心にしみるお声でした。法要後の博物館拝観の間もその余韻が続いているようでした。

団体行動に少し不安を感じながらの参加でしたが全てに準備が行き届いており、お世話下さった寺院の役員様方の

ご配慮により無事参拝を終えることが出来ました。ありがとうございました。今住むこの里の昔を想像するとき、不

便な土地で生活された先人の方々のご苦労や努力により、今を生きる私たちがその恩恵を受けていることに気づかさ

れます。大きなご縁にあわせていただく幸運に恵まれましたが、50年以上にわたりこの地にご縁をつないで下さった、

仏教婦人会の方々にも感謝申し上げます。ありがとうございました。

〇専福寺 大江富美代さん

親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要に参

加させて頂き、貴重な体験をさせていただきました事

誠にありがとうございました。厳かな雰囲気のなか読

経と共に行われた雅楽演奏の音色に心があらわれまし

た。これからもこれを糧にして日々精進してまいりた

いと思います。

〇長覚寺 山本みどりさん

法要の時、雅楽演奏がありました。心がゆったりし

ました。

京都国立博物館では親鸞聖人の生涯と名宝を鑑賞し、

ふすま絵等が凄かったです。当日はお天気もよくバス

に乗って楽しく一日を過ごしました。

〇覚性寺 坂口なつきさん

4月11日に、仏教婦人会からお誘いいただき、ありがたくお参りさせていただきました。初めての西本願寺、大きさ広

さに驚き、お参りに来られている大勢の人に驚き、そして雅楽の演奏があることにも驚き、ずっと驚くことばかりで

した。その後のお昼ご飯は、豆乳の湯豆腐と抹茶ご飯。やさしいお味で美味しくいただき心も体もポカポカになりま

した。京都国立博物館の特別展は、たくさん展示されていましたが、文字がぎっしりと書き込まれている書物に圧倒

されたり、桜の花の絵を間近でみることができました。今回の参加で貴重な体験をたくさんすることが出来たことに、

心から感謝申し上げます。

読
者
の
声

※
い
つ
も
楽
し
く
拝
読
し
て
お
り
ま
す
。

御
正
忌
報
恩
講
に
は
、
な
か
な
か
参
加
で

き
な
い
中
、
今
回
の
ひ
か
り
で
「
最
も
大

き
な
行
事
」
と
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

改
め
て
、
来
年
は
是
非
参
加
し
た
い
と
お

も
い
ま
し
た
。

※
い
つ
も
あ
り
が
た
く
拝
読
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
難
し
い
事
も
多
い
で
す
が
、

そ
れ
で
も
回
を
重
ね
る
こ
と
に
少
し
ず
つ

吸
収
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

合
掌

※
い
つ
も
ひ
か
り
を
拝
読
し
い
ろ
ん
な
事

を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
『
ひ
か
り
』
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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日
高
組
通
信

【
行
事
報
告
】

☆

日
高
組
実
践
運
動
推
進
委
員
会

３
月
４
日
、
志
賀
妙
願
寺
に
て
開
催
さ
れ
、
４
年
度
の
総
括
並

び
に
５
年
度
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

☆

日
高
組
定
期
組
会
・
物
故
者
追
悼
法
要

３
月
25
日
、
衣
奈
西
教
寺
に
て
定
期
組
会
が
開
催
さ
れ
、
４
年

度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告
、
５
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案

が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
し
ま
し
た
。

☆

日
高
組
慶
讃
法
要
団
体
参
拝

４
月
１
日
に
第
１
班
37
名
、
４
月
11
日
に
第
２
班
31
名
、
４
月

28
日
に
第
３
班
18
名
の
総
計
86
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

☆

門
徒
総
代
会
総
会

４
月
８
日
、
志
賀
即
生
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

☆

仏
教
婦
人
会
総
会
・
物
故
会
員
追
悼
法
要

４
月
29
日
、
比
井
長
覚
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

☆

慶
讃
法
要
団
体
参
拝
実
行
委
員
会

第
４
回
を
３
月
４
日
、
第
５
回
を
５
月
27
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

☆

仏
教
壮
年
会
総
会

５
月
28
日
、
小
引
円
明
寺
に
て
開
催
し
、
役
員
改
選
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

☆

広
報
部
（
編
集
委
員
会
）

６
月
５
日
、
柏
善
宗
寺
に
て
１
２
０
号
ひ
か
り
の
編
集
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

☆

日
高
組
第
１
回
組
内
会

６
月
17
日
、
小
浦
円
行
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
行
事
計
画
】

☆

門
徒
総
代
会
前
期
研
修
会

７
月
16
日
、
志
賀
即
生
寺
に
て
開
催
予
定
。

講
師
は
御
坊
組
常
照
寺
住
職
の
柳
岡
直
樹
師
。

☆

仏
教
壮
年
会
前
期
研
修
会

８
月
27
日
、
里
蓮
専
寺
に
て
開
催
予
定
。

☆

日
高
組
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ

10
月
28
日
に
開
催
予
定
。
会
所
は
未
定
で
す
。

を
心
か
ら
慚
愧
し
、
少
し
で
も
執
わ
れ
の
心
を
離

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
自
分
だ
け
の
安
穏
を
願
う
よ
う
な
自
己

中
心
的
な
生
き
方
か
ら
、
人
々
の
苦
悩
を
と
も
に

し
て
い
く
生
き
方
へ
の
転
換
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら

大
智
大
悲
と
い
う
如
来
の
お
徳
を
真
実
と
仰
ぎ
、

そ
れ
に
沿
う
よ
う
努
め
る
念
仏
者
の
生
き
方
が
開

か
れ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
努
め
励
ん
で
い

く
ま
ま
が
如
来
の
お
徳
に
促
さ
れ
、
ご
本
願
に
生

か
さ
れ
て
生
き
る
姿
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
た
び
の
慶
讃
法
要
を
機
縁
と
し
て
、
あ
ら

た
め
て
「
世
の
な
か
安
穏
な

れ
、
仏
法
ひ
ろ
ま
れ
」
と
願

わ
れ
た
親
鸞
聖
人
の
お
言
葉

を
深
く
心
に
刻
み
、
こ
れ
か

ら
も
お
念
仏
を
喜
び
、
阿
弥

陀
如
来
の
智
慧
と
慈
悲
を
あ

ら
ゆ
る
人
々
に
伝
え
る
こ
と

で
、
自
他
と
も
に
心
豊
か
に

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
、
さ
ら
な
る

歩
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

令
和
５
年
５
月
21
日

龍
谷
門
主

釋

専
如

親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗

八
百
年
慶
讃
法
要
御
満
座
の
消
息

本
年
３
月
29
日
よ
り
５
期
30
日
間
に
わ
た
っ
て

お
勤
め
し
て
ま
い
り
ま
し
た
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生

８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
は
、

本
日
を
も
っ
て
ご
満
座
を
お
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
50
年
に
一
度
の
ご
勝
縁
に
国
内
外
よ

り
多
く
の
方
々
に
ご
参
拝
い
た
だ
き
、
厳
粛
か
つ

盛
大
に
ご
法
要
を
お
勤
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
は
、
仏
祖
の
お
導
き
は
も
と
よ
り
、
僧
侶
・

寺
族
・
門
信
徒
な
ど
有
縁
の
方
々
の
ご
懇
念
の
た

ま
も
の
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
が
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
確
か
な
依
り

ど
こ
ろ
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
親

鸞
聖
人
が
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』(

教
行
信

証)

を
著
さ
れ
、
『
仏
説
無
量
寿
経
』
に
説
き
示
さ

れ
る
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
名
号
の
真
実
の
教
え
を

明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
聖
人
の
み
跡
を
慕

う
多
く
の
先
人
方
が
、
み
教
え
に
生
か
さ
れ
る
喜

び
を
今
日
ま
で
大
切
に
伝
え
て
こ
ら
れ
た
か
ら
に

他
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
阿
弥
陀
如
来
の
智
慧
の
光
明
に
包
ま

れ
、
照
ら
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
罪
業
深
重
・
煩
悩
具
足
と
い
う

自
身
の
姿
と
と
も
に
、
如
来
の
広
大
な
恩
徳
を
知

ら
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
私
た
ち
が
、

如
来
に
慈
し
ま
れ
て
い
る
と
同
時
に
私
の
悲
し
み

を
如
来
の
悲
し
み
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
信
知
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
悪
業
煩
悩


